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2022年12⽉期 第1四半期決算概況2022年12⽉期 第1四半期決算概況

＜注記＞
• 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3⽉31⽇。次項以降「収益認識会計
基準」という。）等を当第1四半期連結会計期間の期⾸から適⽤しており、当第1四半期連結累計期間
に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適⽤した後の指標等となっております。
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(1) 2022年12⽉期 第１四半期連結業績

（単位︓百万円）

2022年12⽉期
第1四半期累計

前年同期⽐

前年同期 増減 増減率(%)

売上⾼ 29,982 27,495 ＋2,487 ＋9.0

売上総利益 11,292 9,594 +1,698 ＋17.7

売上総利益率 37.7% 34.9% ＋2.8p －

販売費及び⼀般管理費 5,986 5,867 ＋119 ＋2.0

営業利益 5,305 3,726 ＋1,579 ＋42.4

営業利益率 17.7% 13.6% ＋4.1p －

経常利益 5,331 3,643 ＋1,688 ＋46.3

親会社株主に帰属する 四半期純利益 4,033 2,521 ＋1,512 ＋59.9

 全セグメントが好調に推移したことに加え、収益認識会計基準等の適⽤に伴う影響
（売上⾼＋547百万円、営業利益＋452百万円）により、 増収増益

期末⼈員数 3,236 3,108 ＋128 ＋4.1
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(2) 営業利益の増減要因 【前期⽐】

2021年12⽉期
第1四半期累計

営業利益
53.0

営業利益
37.2

主に⼈員増による⼈件費等の増加

会計基準変更の影響を排除した
売上総利益率は36.8％となり、
+1.9p向上

2022年12⽉期
第1四半期累計

前年同期⽐
＋15.8

(単位︓億円)

販管費増 ▲1.2

増収効果
＋6.7

売総率向上の効果
＋5.8

会計基準変更の影響
＋ 4.5
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(3) 報告セグメント別売上⾼および営業利益
（単位︓百万円）

報告セグメント 2022年12⽉期
第1四半期累計

前年同期⽐
概況

増減 増減率(%)

⾦融ソリューション

売上⾼ 6,748 ＋415 ＋6.6 銀⾏業向けのDX⽀援案件が顧客接点改⾰領域
を中⼼に好調に推移したことに加え、クレジットカー
ド業やリース業向けのシステム開発案件が拡⼤し、
増収増益

営業利益 776 ＋129 ＋19.9

% 11.5 ＋1.3p －

ビジネスソリューション

売上⾼ 4,171 +716 +20.7 注⼒する４つのソリューション、「POSITIVE」、
「STRAVIS」、「Ci*X」、「CCH Tagetik」の販
売・導⼊が、輸送機器業やサービス業を中⼼に拡
⼤し、増収増益

営業利益 1,138 +829 +268.3

% 27.3 +18.4p －

製造ソリューション

売上⾼ 8,707 ＋487 ＋5.9 エンジニアリングチェーンのデジタル化の実現を⽀援
するPLMソリューション「Teamcenter」の導⼊案
件が輸送機器業、電気・精密業を中⼼に拡⼤した
ことに加え、新たな市場として開拓を進めるプロセス
製造業向けの案件が堅調に推移し、増収増益

営業利益 1,408 ＋318 ＋29.2

% 16.2 ＋2.9p －

コミュニケーションIT

売上⾼ 10,355 ＋870 ＋9.2 前年にピークアウトした⼤型案件の反動減はあった
ものの、マーケティングおよび基幹業務領域におけ
る顧客のDX⽀援案件がサービス業や製薬業向け
に拡⼤し、増収増益

営業利益 1,982 ＋303 ＋18.0

% 19.1 ＋1.4p －
※POSITIVE:統合⼈事ソリューション STRAVIS:連結会計ソリューション Ci*X:会計ソリューション CCH Tagetik:経営管理ソリューション PLM: Product Lifecycle Management
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(4) サービス品⽬別および親会社グループ向け売上⾼
（単位︓百万円）

サービス品⽬ 2022年12⽉期
第1四半期累計

前年同期⽐

増減 増減率(%)

コンサルティングサービス 2,022 ＋53 ＋2.7

受託システム開発 7,996 +884 +12.4

ソフトウェア製品 5,451 ▲251 ▲4.4

ソフトウェア商品 9,491 ＋1,189 ＋14.3

アウトソーシング・運⽤保守サービス 3,350 ＋851 ＋34.1

情報機器販売・その他 1,670 ▲240 ▲12.6

相⼿先 2022年12⽉期
第1四半期累計

前年同期⽐

増減 増減率(%)

株式会社電通グループ及びそのグループ会社 5,705 ▲311 ▲5.2
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(5) 業種別 売上⾼

（単位︓百万円）

業種
2022年12⽉期 第1四半期累計 前年同期⽐

売上⾼ 構成⽐(%) 増減 増減率(%)

銀⾏ 4,954 16.5 +98 +2.0

その他⾦融 1,926 6.4 +672 +53.6

⾦融 6,880 22.9 +770 +12.6

輸送機器 4,702 15.7 +260 +5.8

電気・精密機器 2,944 9.8 +275 +10.3

機械 1,923 6.4 +59 +3.2

その他製造 2,785 9.3 +870 +45.4

製造 12,354 41.2 +1,464 +13.4

サービス・公共 8,361 27.9 ▲130 ▲1.5

流通・その他 2,388 8.0 +383 +19.1

※ ⼀部顧客の業種を⾒直したため、前期⽐較については組み替え後の数値を適⽤しています。
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(6) 受注⾼・受注残⾼
（単位︓百万円）

受注⾼ 受注残⾼

2022年12⽉期
第1四半期累計

前年同期⽐
増減率(%)

2022年12⽉期
第１四半期累計

前年同期⽐
増減率(%)

合計 42,271 ＋29.4 52,435 ＋30.3

報告セグメント別
内訳

⾦融ソリューション 7,601 ＋38.9 8,221 ＋24.6

ビジネスソリューション 5,495 ＋33.7 6,535 ＋32.2

製造ソリューション 11,586 ▲2.2 18,406 ＋14.9

コミュニケーションIT 17,587 ＋56.4 19,270 ＋52.0

サービス品⽬別
内訳

コンサルティングサービス 2,009 ＋10.0 753 ＋16.0

受託システム開発 10,340 ＋56.2 8,831 ＋66.5

ソフトウェア製品 8,038 ＋43.5 9,703 ＋36.2

ソフトウェア商品 13,348 ＋7.8 22,308 ＋23.2

アウトソーシング・運⽤保守 6,633 ＋55.9 5,456 ＋31.8

情報機器販売・その他 1,901 ▲4.0 5,380 ＋9.2
※ 前年同期⽐は、収益認識会計基準等の適⽤前の数値と⽐較した結果であり、参考情報となります。
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2022年12⽉期業績予想2022年12⽉期業績予想

注） この資料に記載しております業績の予想数値は、業界の動向、顧客の状況、
その他現時点で⼊⼿可能な情報による判断及び仮定により算出した⾒通しで
あり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、予想に内在する不確定要因や内外の状況変化等により、実際の業績は
当該予想とは異なる場合がありますのでご承知おきください。
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(1) 2022年12⽉期 業績予想
2022年2⽉9⽇に発表した予想より変更はありません。

（単位︓百万円） （単位︓百万円）

通期
前期⽐

上期
前年同期⽐

前期 増減 増減率(%) 前年同期 増減 増減率(%)

売上⾼ 120,000 112,085 ＋7,915 ＋7.1 59,000 54,293 +4,707 +8.7

営業利益 15,000 13,736 ＋1,264 ＋9.2 7,100 6,525 +575 +8.8

営業利益率 12.5% 12.3% ＋0.2p － 12.0% 12.0% +0.0p －

経常利益 15,000 13,224 ＋1,776 ＋13.4 7,100 6,443 +657 +10.2

親会社株主に帰属する
当期純利益 10,500 8,944 ＋1,556 ＋17.4 5,000 4,392 +608 +13.8
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(2) 2022年12⽉期 業績予想（報告セグメント別）
（単位︓百万円） （単位︓百万円）

報告セグメント 通期
前期⽐

上期
前年同期⽐

前期 増減 増減率(%) 前年同期 増減 増減率(%)

⾦融ソリューション 26,453 25,176 ＋1,277 ＋5.1 13,238 11,804 +1,434 +12.1

ビジネスソリューション 16,346 14,958 +1,388 +9.3 7,924 7,718 +206 +2.7

製造ソリューション 34,208 32,031 +2,177 ＋6.8 17,122 15,637 +1,485 +9.5

コミュニケーションIT 42,991 39,919 ＋3,072 ＋7.7 20,714 19,132 ＋1,582 ＋8.3

合計 120,000 112,085 ＋7,915 ＋7.1 59,000 54,293 +4,707 +8.7
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(3) 2022年12⽉期 業績予想（サービス品⽬別）
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（単位︓百万円） （単位︓百万円）

サービス品⽬ 通期
前期⽐

上期
前年同期⽐

前期 増減 増減率(%) 前年同期 増減 増減率(%)

コンサルティング
サービス 7,576 7,200 +376 +5.2 3,687 3,249 +438 +13.5

受託システム開発 33,706 29,245 +4,461 ＋15.3 16,523 13,464 ＋3,059 ＋22.7

ソフトウェア製品 24,223 22,089 ＋2,134 ＋9.7 11,231 11,441 ▲210 ▲1.8

ソフトウェア商品 36,164 33,767 +2,397 +7.1 17,649 16,452 +1,197 +7.3

アウトソーシング・
運⽤保守サービス 11,903 12,085 ▲182 ▲1.5 5,759 5,590 +169 +3.0

情報機器・その他 6,426 7,696 ▲1,270 ▲16.5 4,148 4,094 +54 +1.3

合計 120,000 112,085 ＋7,915 ＋7.1 59,000 54,293 +4,707 +8.7
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Appendix 主要プレスリリース＜2022年2⽉〜2022年4⽉＞

2022/2/10 ISIDとNECソリューションイノベータ、「POSITIVE」と「NEC 働き⽅⾒える化サービス Plus」の拡販で協業開始

2022/2/21 ISID社員がMicrosoft MVPアワードを受賞〜AIカテゴリでは⽇本から6⼈⽬〜

2022/2/28 三井物産の国内⼈事・給与システムを「POSITIVE」で刷新

2022/3/22 サントリーグループにセキュリティ意識向上トレーニングプラットフォーム「KnowBe4」を提供

2022/3/28 グループ経費精算システム「Ci*X Expense」がアイシンに採⽤

2022/3/29 ISIDとUiPath、戦略的かつ包括的なパートナーシップの構築に向け、新たな協業契約を国内で初めて締結

2022/4/14 コモディティ取引・リスク管理システム「GNX」の提供を開始

2022/4/14 マイクロサービス開発基盤「M5」を発表

2022/4/22 ISIDと電通と富⼠通、企業の継続的な事業成⻑、および環境社会課題の解決に向けて戦略的協業に合意

2022/4/25 従業員エンゲージメント向上アプリ「ENGAGE TAG」を製品化

2022/4/26 ISIDと名古屋⼤学、AIによる錐体外路症状（EPS）重症度判定の共同研究を開始


